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波返しの破損 

左：八戸市蕪島、右：久慈市本波漁港 

設計上不要だが、 
鉄筋を配置を入れることで、強度を増せば津波に有効 

数多くの波返しが破損 
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海岸堤防の被災 

宮古市金浜 

① 裏法の剥離 
裏法尻の洗掘 

②中込土砂の流出 
③表法の崩壊 

④堤防の全壊 

裏法の強化 
３面の一体化 
堤体幅の増大 
水たたきの延長 
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海岸護岸・胸壁の被災 

左上：大船渡市吉浜（BB417_1382s）、左下：大槌町吉里吉里（BB417_0911s）、右上：大船渡市綾里湾（ BB417_1284s）  

海側への倒壊 

海側の根固の強化 

陸側への倒壊 
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海岸林の折損・流出 

左上・右上：普代村、左下：陸前高田市 

砂丘の大型化との 
組み合わせ 

浸水深2-5m程度で折損・流出 
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津波後 

津波前 

海岸堤防前面の砂浜の防護 

左：蒲生干潟、右：深沼海水浴場 

津波前 

津波後 

砂浜と堤防の連携で守る 
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水門や防波堤による防災・減災効果 

左上：普代村、右上：太田名部漁港 

水門によって集落被害なし 多重防波堤によって背後の浸水高軽減 

越流しても 
破壊しない 
構造物の開発 
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津波の陸上浸水高の増大と減衰 

［ 「海岸における津波対策検討委員会」、中央防災会議「東北地方太平洋沖地震を教訓とした地震・津波対策に関する専門調査
会」資料（東北地方太平洋沖地震津波合同調査グループ、東北地方整備局、国土技術政策総合研究所の速報値に基づく） ］ 

岩手県陸前高田市 宮城県山元町 

岩手県宮古市田老地区 

平野部では 
二線堤が有効 
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成功した高地移転 

釜石市唐丹本郷 

右側の高地移転集落は浸水なし 背後の上り坂から、さらに高地へ 

高地集落でも、避難路は重要 

避難ビルのネットワーク化と津波情報による、避難安全性の高度化 
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粘り強さの向上手段 

波返し：配筋の強化 

堤防：３面被覆の一体化、水たたきの延長、堤体幅の延長 

護岸：海側の根固の強化 

胸壁：地上接合部の強化 

防波堤：根固工による滑動抵抗の増強 

海岸林：砂丘の大型化 

砂浜：堤防との一体機能を利用 

二線堤：津波の減衰との組み合わせが、より効果的 

 

高地移転：避難路の確保による生命の安全性の向上 

避難ビル：ネットワーク化による避難安全性の向上 
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